
○実施期間　：　令和４年１２月２７日 ～ 令和５年１月１３日

○提出件数　：　１２件（４人）

○ご意見概要及び市の考え方　：　別紙のとおり

第２次甲州市総合計画中間見直し（案）に係る

パブリックコメントの実施結果について



甲州市総合計画中間見直し（案）　パブリックコメントへの回答について

№
(案)
頁

基本施策
目標指標　等

ご意見概要 市の考え方

１ 20

・第1部序論
・第3章甲州市を取り
巻く状況と課題
・2.第2次甲州市総合
計画のこれまでの取
り組み状況

●第1部序論、第3章甲州市を取り巻く状況と課題、第2次甲州市総合計画のこ
れまでの取り組み状況の＜評価結果の概要＞表（20ページ）について、基本
目標ごとに達成度別の項目数を表し達成度別に割合を示しているが、合計欄
については、項目数の合計と「（100％）」とされているが、「達成度＝
100％」と誤認する表記ではないか。達成項目割合は達成度5の項目に表され
ているので、未達成割合を示し、中間見直し以降に対応すべき割合等を明確
にすべきである。

○ご指摘の表につきましては、いただいたご意見を参考
に、より内容が理解しやすいものとなるよう修正をさせ
ていただきます。

２ 44

・第3部基本計画
・基本目標1創意に満
ちた活力ある産業の
まちづくり
・基本施策2ワイン産
業
・目標指標

●第3部基本計画、基本目標1創意に満ちた活力ある産業のまちづくり、基本
施策2ワイン産業の目標指標（44ページ）について、目標指標の「ワインを愉
しむ会への市内在住者参加割合」の令和9(2027)年度)目標値が100％とされて
いるが、市内在住者（R2年度末で29千人）の100％が参加することはあり得な
い目標ではないか、目標として不適切と考えるがどうか。

○この目標指標につきましては、市民の方全員の参加を
目標とするものではなく、講習会等参加者に占める市民
の方の割合を増やしていくことを目標とした指標とさせ
ていただいております。

３ 113

・第3部基本計画
・基本目標6ともにつ
くる参画と協働のま
ちづくり
・基本施策30地域活
動

●コミュニティ意識の希薄化等の地域課題に対し、行政と地域が連携したま
ちづくりを行うため、行政はコミュニティ活動が展開できる環境整備を進め
る施策を展開し、市民の方などには地域活動への参加や、住民交流を図るこ
とを期待する、という案の内容には同意する。
※個別施設に関する提案及び要望については省略

○ご同意いただいた地域活動につきましては、総合計画
中間見直し（案）にありますとおり市民の皆さまにご協
力を仰ぎつつ、その活性化に向けて施策を展開して参り
ます。なお、総合計画中間見直し（案）についてのご意
見募集となりますので個別具体的な案件への回答は差し
控えさせていただきますが、市民の方からいただいたご
意見として担当課と共有させていただきます。

４ 119

・第3部基本計画
・基本目標6ともにつ
くる参画と協働のま
ちづくり
・基本施策32自治体
経営
・主要施策6公共施設
の管理

●公共施設の管理について。既存施設の「複合化」「多機能化」は是だが、
今までの課題を把握することが大事。課題を一番身近に感じている地域住民
と、まちづくりの専門家を交えて考えていくことが、目標に掲げる「参画と
協働のまちづくり」につながると考える。
※個別施設に関する提案及び要望については省略

○公共施設につきましては、法令や本市各種行政計画と
の整合性、また活用についての方針などを基本に、ご意
見のとおり地域や専門家の声も参考としつつ、その管
理、活用等を検討してまいります。なお、総合計画中間
見直し（案）についてのご意見募集となりますので個別
具体的な案件への回答は差し控えさせていただきます
が、市民の方からいただいたご意見として担当課と共有
させていただきます。



甲州市総合計画中間見直し（案）　パブリックコメントへの回答について

№
(案)
頁

基本施策
目標指標　等

ご意見概要 市の考え方

５ 119

・第3部基本計画
・基本目標6ともにつ
くる参画と協働のま
ちづくり
・基本施策32自治体
経営
・主要施策6公共施設
の管理

●「原則として施設の新設は実施しない方針」は大賛成。利用頻度が少な
い、拡大が見込めない、社会構造の変化に伴い、施設の閉鎖、再編は大いに
進めて有効な活用を図るべき。
※個別施設に関する提案及び要望については省略

○賛成いただいた施設再編の方針に基づき今後も各施設
の管理等を継続してまいります。なお、総合計画中間見
直し（案）についてのご意見募集となりますので個別具
体的な案件への回答は差し控えさせていただきますが、
市民の方からいただいたご意見として担当課と共有させ
ていただきます。

６ － その他

●見直し（案）のなかではどこに該当するかは指摘できないが、甲州市では
既にぶどうの丘の改革を行う旨を表明したと承知しているが、総合計画見直
し案には具体的な記述がされていないのではないか。現在までの検討状況を
踏まえて触れるべきではないか。

○いただいたご意見につきましては、個別計画や各種委
員会での協議等に基づき進めていくものと考えておりま
す。総合計画中間見直し（案）についてのご意見募集と
なりますので回答は差し控えさせていただきますが、市
民の方からいただいたご意見として担当課と共有させて
いただきます。

７ － その他

●見直し（案）のなかではどこに該当するかは指摘できないが、中学校の統
合についても表明されているが、統合後の跡地利用等を含めた取り組み計画
が総合計画見直し案には盛り込まれていないのは不適当ではないか。可能な
限り具体的な計画や取り組み状況等を盛り込むべきである。

○いただいたご意見につきましては、個別計画や各種委
員会での協議等に基づき進めていくものと考えておりま
す。総合計画中間見直し（案）についてのご意見募集と
なりますので回答は差し控えさせていただきますが、市
民の方からいただいたご意見として担当課と共有させて
いただきます。

８ － その他

●見直し（案）のなかではどこに該当するかは指摘できないが、ぶどうの国
文化館の廃止計画等が表明されていると聞いているが、廃止後の利用計画を
（案）でも具体的に示していくべきである。
当該施設の今後の利用に当たっては。地元公民館等から、現在の公民館が利
用者の高齢化や施設の老朽化等により利用しにくいことから当該施設を公民
館として利用することを要望していると聞いている。地元からの意見がある
ことを踏まえ、検討されているのであれば検討状況（結果が出て言うのであ
れば実施計画）を今後の計画に盛り込むべきである。

○いただいたご意見につきましては、個別計画や各種委
員会での協議等に基づき進めていくものと考えておりま
す。総合計画中間見直し（案）についてのご意見募集と
なりますので回答は差し控えさせていただきますが、市
民の方からいただいたご意見として担当課と共有させて
いただきます。



甲州市総合計画中間見直し（案）　パブリックコメントへの回答について
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９ － その他

●こうした資料は総花的にならざるを得ないと思うが、優先順位を明確化す
べき。SDGsにこだわりすぎ、参考程度で十分。

○ご意見のとおり総合計画は総花的な計画ですので、現
時点での課題と施策を広く扱う内容としており、また、
内容について軽重はあえてつけないこととしておりま
す。なお、SDGｓについてはご意見のとおり参考として、
総合計画中間見直し（案）には追記しております。

１０ － その他

●2017年度の実績も記載し、推移・変化の見える化をすべきでは？止める、
減少させる項目があってもいいのでは？指標によっては全体に占める比率で
表した方がわかりやすくなる。

○ご意見に関連して、審議会委員意見を受け目標指標に
「向上」「維持」「減少」など目標の性質を示す表記を
追記するよう、庁内最終見直しの際に確認作業を行い今
後追加する予定です。
○なお、中間見直しの現時点の課題を把握し今後5年を見
据えた計画とするため、中間見直しの資料の1つである前
期5箇年検証では令和3年度の実績値をベースに実施して
います（20頁）。この考えのもと、各基本施策における
記述や目標指標の見直しも行っているため、中間見直し
後の総合計画においてもパブリックコメント案でお示し
したとおりの表記とさせていただきますこと、ご理解を
お願いいたします。

１１ － その他

●市民アンケートを定期的に実施しその変化度合いをみてみたい。 ○市民アンケートについては総合計画策定時及び中間見
直し時の5年に1度実施しています。さらに定期的な実施
についてはその必要性等、今後研究させていただきま
す。なお、各個別計画策定の際など必要に応じてその都
度、市民の皆さまへのアンケートについては個別に実施
をしております。

１２ － その他

●少子・高齢化を前提としたまちづくりが不可避である。インフラの維持コ
ストの観点からもコンパクトシティ化も有効な施策のひとつと考える。

○コンパクトなまちづくりについては33頁「2.土地利用
の基本方針」〔基本方針〕の1において「豊かな暮らしや
すさを実感できる拠点を中心としたコンパクトなまちづ
くりを進めます」としています。その具体的な内容につ
いては、甲州市都市計画マスタープランなどの個別計画
に含まれておりますので、それらの計画に基づき施策を
進めてまいります。


